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おたあ・ジュリアと日遙上人
－壬辰戦争（1592−1598）と遥かなる記憶の狭間で－



おたあ・ジュリアと日遙上人という二人の朝鮮の少女
少年は、それぞれ戦争で人生が大きく変わってしまった。
両親から切り離され、遠い日本の一角に身を置いた
おたあ・ジュリアは１６年の時を経て、萩に拉致された
弟に積極的に会うが、のちにキリシタンの取り締まりに
よって流刑に処され姿を消した。
一方、熊本本妙寺の住職になった日遙上人は、日本
で２８年目になるある日、朝鮮の父親から思いもよらな
い手紙をもらった。帰国を志したが叶わず日本で生を
閉じた。本報告では最近公開された新しい資料とフィ
ルドワークの成果を紹介する。
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